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Ⅰ．はじめに

林業の労働環境は自然条件下で行う労働負荷の高い作業が多く，
依然として厳しい状況にある。その労働災害発生率は長期的には
減少傾向にあるが，他産業と比べても極めて高く，平成 30 年以
降の死亡者数は年間 30 人前後で推移し，近年は足踏み状態が続
いている（林野庁，2023）。平成 30 年～令和 4 年の 5 年間に発
生した林業の死亡災害件数（158件）のうち56%（88件）はチェー
ンソーを用いた伐木作業中に発生しており（林業・木材製造業
労働災害防止協会，2022），起因物別では立木等が 63 %（99 件），
事故の型別では立木等に「激突され」が 45 %（71 件）を占めて
いるなど（厚生労働省，2022），重大な林業労働災害の背景には
チェーンソーによる伐木作業が大きく関係していることが分かる。

こうした現状を受け，厚生労働省は平成 31 年に林業等の伐木
作業等に係る労働安全衛生規則の一部を改正し，伐木作業におけ
る特別教育や危険防止のための禁止・義務事項の規定が見直され
た（厚生労働省，2020）。それに伴い，令和2年には「チェーンソー
による伐木等作業の安全に関するガイドライン」に事業者及び労
働者の責務やチェーンソー作業に関する作業計画の義務が新設さ
れ，チェーンソーを用いた伐木作業の安全対策強化に向けたより
重点的な取組が進められている。

林業労働災害の防止に関しては，これまでも労働安全衛生法令
等に基づく遵守事項の徹底や各種研修等の実施などの対策が図ら
れてきたが，災害発生原因にはこうした法令やガイドライン等で
定められた禁止事項や遵守事項が守られていないことによるもの
が見受けられる（林野庁，2022）。伐木作業は，山間部の広範な
区域にわたって労働者が単独で作業を行う場合が多く，事業者に
よる安全管理の徹底は難しい（厚生労働省，2020）。

これまでチェーンソー伐木の労働安全性向上に関する研究とし
て，安全な伐木方法の検討（Nagao ほか，2019）や作業計測手
法の開発（伊能ほか，2021），また基本的伐倒作業に係る寸法に
対する伐木のメカニズム（上村，2020）が解明されてきた。中田
は，安全に狙った方向に立木を伐倒するには，伐倒手にチェーン
ソーを水平に把持しながら鋸断する基本的な技能が求められると
指摘し，伐倒手のチェーンソー水平把持精度について技能調査を
行い，その現状を報告している（中田ほか，2023）。この研究は，
登板試験路や伐倒練習機といった模擬的伐倒作業下での調査であ
り，不整で急傾斜な実際の林業施業地における林業事業体の作業
員を対象とした調査は行われていない。

そこで本研究では，この先行研究を参考に，実際の林業施業地
におけるチェーンソーの水平把持精度の実態を明らかにすること
を目的とし，林業事業体の作業員を対象にチェーンソー水平把持
精度の技能調査を行った。また，その精度への地面傾斜と伐倒従
事年数の影響について調査した。

Ⅱ．研究方法

1．水平把持試験
試験は鹿児島県および宮崎県の林業事業体 3 社の皆伐・間伐事

業地（鹿児島県内）にて，2023 年 8 月～10 月に実施した。対象
地の地面傾斜は 0°から最大で 46°の範囲であったため，試験は
0°～15°を平坦地，15°～30°を緩傾斜地，30°～46°を急傾斜地
として 3 つの斜面条件を設けて実施した。被験者には，受け口の
水平切り・追い口切りの切込み時にチェーンソーを 3 秒間水平に
把持させ，各斜面条件で 3 本ずつ（計 9 本／人）伐倒してもらっ
た。被験者には伐倒方向に対して直角にバーを向け水平把持する
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この時期には既にさし木品種として利用されていたと考えられ
た。今回の結果では 1930 年代頃から実生の割合が激減しており，
この頃から一気に県内全域にさし木苗が普及した可能性が示唆
された。宮島（1989）によるとスギさし木林業の広まりは 1920	
～1930 年代頃からとされており，記録とも一致している。1930
年代に大分県内に植栽されたさし木品種はヤブクグリ，1940 年
代に植栽された品種は同品種に加えてアヤスギが主となってお	
り，以降はこの 2 品種が植栽品種の中心となっていたが，戦後
の拡大造林期のピークである 1960 年代頃を境に割合を減らして
いった（図‒3）。ヤブクグリはさし木発根性が良く，生産には優
れているが，根曲りや雪害等への問題が当時から指摘されてお	
り，徐々に割合を減らしていたとある（宮島，1989）。アヤスギ
やメアサ系統においても初期成長が優れないという欠点があり

（宮島ほか，1980），ヤブクグリと同様，よりよい形質を有する品
種が求められるようになった過程で淘汰されていったと考えられ
た。大分県南部地域における拡大造林の時期から始まったとされ
るオビスギ群（佐伯市，2023）は，この時期に割合が増加してお
り（図‒3），品種の転換が進んだ可能性が考えられる。1960 年代
頃には大分県でヒノデ，ヤイチ，イワオといった早生品種の植栽
が進んだという記録があり（桑野ほか，2020），実際今回の結果
でも数例出現しているが，割合としては低い（図‒3，表‒3）。ま
た，この時期からさし木（不明）も増えてきている（図‒3）。こ
れらの品種の中には複数の林分で確認されたものもあり（表‒3），
データベースにない品種の存在が示唆された。特に多かった 2 つ
の MuPS 型（表‒3 の不明品種 A，B）については，オビアカ・イ
ボアカと共通点が多く（表‒4），オビスギ群に属する可能性が示
唆されたが詳細は不明である。2000 年代以降の品種割合は 1990
年代と大きく異なるが，3 林分のみの記録で詳細が分からなかっ
た。補足すると，大分県の記録（非公開）では従来も植えられて
いたオビスギ群，アヤスギのほか，シャカイン，ヤマグチといっ
た他県産の材質特性に優れた品種が台頭している。この時期には
隣接地域だけでなく他県からの品種導入が積極的に進められてお
り，同時に品質管理型林業の流れの下で各品種の情報が整理され
ていった（津島ほか，2005 ;	津島，2006）。2008 年に大分県で在来

18品種を対象としたスギ品種特性評価表が作成され（坂本・津島，
2008），以降は本表の中で成績の良かったシャカイン，タノアカ，
ヤマグチの 3 品種を中心に近年まで植栽が進んでいる。

今回は県内全域を対象として植栽年代別での系統（群）の割合
を比較したが，植栽年代別で調査地域の割合が均一化されていな
い（表‒2）ため詳細な検討には注意を要する。また調査対象が現
存する立木である関係上，利用期を過ぎた林分においては形質等
の問題で伐採されなかった箇所に偏っている可能性があり，それ
がどの程度今回の結果に影響を及ぼしているかは不明である。
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表‒4．不明品種 A，B および類似品種の MuPS 型
品種 MuPS 型

不明品種 A 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0
不明品種 B 0 0 0 9 1 0 1 1 1 0 0 1 0 9 1 0 1 1 0
イボアカ 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 1 1
オビアカ 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0

注 1）イボアカ，オビアカのMuPS型は久枝ほか（2003）より引用
注2）	各遺伝子座においてフラグメントが明瞭に検出されたものを1，検出されなかったものを0，フラグメン

トの増幅が十分でなく，主観的な判定によって間違う可能性があるものを9としている（久枝ほか，2003）
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Ⅲ．結果と考察

1．伐倒時の刃先角
受け口・追い口の伐倒時の刃先角の全体結果を図‒5 に示す。

刃先角が－2°未満であった割合は 40 %，－2°以上 2°未満は
43 %，2°以上は 17 % であった。上村（2020）をもとに試算する
と± 2°のズレは 15 m 先で約 50 cm 以上のズレに相当する（中田，
2023）ことから，かかり木や隣接木接触等による労働災害が懸念
される± 2°以上の伐倒が約 6 割を占めていた。経験者・初心者
ともに水平に把持できているわけではなく，被験者全体としては
刃先角が負の値に多く分布する傾向がみられた。

刃先角の試験結果に対して，被験者間計画の二要因分散分析を
行った結果を表‒1 に示す。分析の結果，経験の有無は有意差が
認められた（p ＜ 0 . 05）一方で，傾斜条件については統計的に
有意な差が認められなかった（p ＞ 0 . 05）。つまり林業施業地に
おける水平把持精度に対して，地面傾斜の水準間で有意差がある
ことは示されなかったが，被験者の伐倒経験の水準間による有意
差があることは示された。交互作用についての有意な差は認めら
れなかった（p ＞ 0 . 05）。

2．地面傾斜の影響
図‒6 は傾斜条件ごとの刃先角の結果を示す。受け口の水平切

りの刃先角の平均値は，0°～15°の	平坦地では－1 . 96°，15°～
30°の緩傾斜地では－0 . 55°，30°～46°の急傾斜地では	－0 . 92°
であった一方，追い口切りの刃先角の平均値は，0°～15°の	平坦
地では－2 . 31°，15°～30°の緩傾斜地では－1 . 63°，30°～46°
の急傾斜地では	－1 . 68°であった。0°～15°の平坦地では初心者
による伐倒時の刃先角に極端な値が出ることがあり，グラフから
受け口・追い口ともに平坦地における刃先角のばらつきが最も大
きくなっている。受け口・追い口のどちらも，全ての傾斜条件
下で刃先角の平均値が 0°より有意に小さくなっていることから，
刃先を下げる意識をすることで把持精度が向上すると考えられた。
また 0°～15°の平坦地では作業負荷が小さいにも関わらず，刃先
角が 0°と有意に異なっており，30°～46°の急傾斜地では作業負
荷が大きいにも関わらず刃先角が 0°と有意に異なるとはいえな
かった。各斜面条件における刃先角の平均値に有意差は認められ
なかった。

3．伐倒従事年数の影響
図‒7 は伐倒経験ごとの刃先角の結果を示す。伐倒経験 5 年未

満の被験者では刃先角が 0°より有意に大きくなることがあり，
伐倒経験 5 年以上のグループと比較して受け口・追い口ともに
刃先角の極端なばらつきが確認できる。しかし，刃先角の平均
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表‒1．傾斜条件と被験者を因子とした分散分析（繰り返しあり二元配置）

変動要因 標本（傾斜条件） 列（伐倒経験） 交互作用 繰り返し誤差 合計
変動 54 . 1 374 628 673 0 . 197
自由度 3 14 42 60 0 . 0104
分散 18 . 0 26 . 7 15 . 0 11 . 2 0 . 151
観測された分散比 1 . 61 2 . 38 1 . 33
P- 値 0 . 197 0 . 0104 0 . 151
F	境界値 2 . 76 1 . 86 1 . 59

図‒6．（1）受け口，（2）追い口における傾斜条件ごとの刃先角

図‒5．刃先角のズレの全体結果

ことのみを指示し，計測する伐倒木の選定や伐倒作業の進め方に
ついては現場に従い，普段と同じように伐倒作業を進めてもらっ
た。試験中，角度の計測結果は被験者に伝えなかった。

2．被験者
本試験は，被験者に対して試験の目的や手順に関する説明を十

分に行い，試験参加に対する同意を得てから実施した。
被験者 13 名を対象に試験を行い，特別教育終了後 5 年未満の

者を初心者（5 名），5 年以上の者を経験者（8 名）として，各林
業事業体からそれぞれ初心者・経験者ともに最低 1 名ずつ参加し
てもらった。

3．計測方法
チェーンソーのガイドバーと平行になるように，ファンハウ

ジング部分に慣性計測装置（x-io	Technologies 社，NGIMU）を
貼り付け，回転姿勢を表すときに用いられるオイラー角のうち，
Pitch角を用いてバーの刃先の上がり／下がりを計測した（図‒3）。
先行研究と同様に，本研究ではこの計測する刃先の上がり／下が
りを刃先角と定義し，測定した。本試験で使用するチェーンソー
は限定せず，被験者が普段から使用する使い慣れた機種を使用し
てもらった（Zenoah 社 G 5210，Husqvarna	5500 xpMark Ⅱな
ど	）。バーの長さは 18 インチ（約 45 cm）で，計測開始時の燃
料とチェーンオイルはすべて満杯の状態に揃えた。NGIMU の値
のキャリブレーションにはデジタル角度計（新潟精機（株）製，
DP- 30 XY）を用い，サンプリングレートはデータの扱いやすさ
から 10 Hz で記録した。NGIMU を用いたのは，先行研究で用い
られていること，軽量でチェーンソーのバランスへの影響が少な
いこと，計測結果を被験者が視認できないため試験途中で刃先角

を補正できないためである。地面傾斜の計測にはダイヤル勾配計
（大清工業（株））を使用して伐倒木周囲の傾斜角度を計測した。

4．分析方法
林業施業地における水平把持の現状について，被験者 13 名の

刃先角（受け口・追い口の 2	種類／傾斜条件 3 種類）の	78 通り
の結果を図‒5 に示し，伐倒時の刃先角について分析した。刃先
角は 3 秒間の水平把持の平均値から各傾斜条件における 3 回の伐
倒の平均を出してまとめた。次に，傾斜条件と被験者の伐倒従事
年数（以下，伐倒経験）を因子とした分散分析を行い，それぞれ
の因子の有意差についての統計的根拠を示した。水平把持精度へ
の地面傾斜と伐倒経験の影響については，刃先角との関係につい
てそれぞれ受け口と追い口に分けて図‒6・図‒7に示し，分析した。
被験者の伐倒経験（最小 0 . 5 年，最大 40 年）に関しては，より
細分化するために 5 年未満・10 年未満・15 年未満・15 年以上の
4 つのグループに分けて分析を行った。
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図‒2．ダイヤル勾配計（左）と慣性計測装置（右）

図‒1．試験の様子

図‒3．刃先角とオイラー角について

図‒4．計測する受け口・追い口の水平
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Ⅲ．結果と考察

1．伐倒時の刃先角
受け口・追い口の伐倒時の刃先角の全体結果を図‒5 に示す。

刃先角が－2°未満であった割合は 40 %，－2°以上 2°未満は
43 %，2°以上は 17 % であった。上村（2020）をもとに試算する
と± 2°のズレは 15 m 先で約 50 cm 以上のズレに相当する（中田，
2023）ことから，かかり木や隣接木接触等による労働災害が懸念
される± 2°以上の伐倒が約 6 割を占めていた。経験者・初心者
ともに水平に把持できているわけではなく，被験者全体としては
刃先角が負の値に多く分布する傾向がみられた。

刃先角の試験結果に対して，被験者間計画の二要因分散分析を
行った結果を表‒1 に示す。分析の結果，経験の有無は有意差が
認められた（p ＜ 0 . 05）一方で，傾斜条件については統計的に
有意な差が認められなかった（p ＞ 0 . 05）。つまり林業施業地に
おける水平把持精度に対して，地面傾斜の水準間で有意差がある
ことは示されなかったが，被験者の伐倒経験の水準間による有意
差があることは示された。交互作用についての有意な差は認めら
れなかった（p ＞ 0 . 05）。

2．地面傾斜の影響
図‒6 は傾斜条件ごとの刃先角の結果を示す。受け口の水平切

りの刃先角の平均値は，0°～15°の	平坦地では－1 . 96°，15°～
30°の緩傾斜地では－0 . 55°，30°～46°の急傾斜地では	－0 . 92°
であった一方，追い口切りの刃先角の平均値は，0°～15°の	平坦
地では－2 . 31°，15°～30°の緩傾斜地では－1 . 63°，30°～46°
の急傾斜地では	－1 . 68°であった。0°～15°の平坦地では初心者
による伐倒時の刃先角に極端な値が出ることがあり，グラフから
受け口・追い口ともに平坦地における刃先角のばらつきが最も大
きくなっている。受け口・追い口のどちらも，全ての傾斜条件
下で刃先角の平均値が 0°より有意に小さくなっていることから，
刃先を下げる意識をすることで把持精度が向上すると考えられた。
また 0°～15°の平坦地では作業負荷が小さいにも関わらず，刃先
角が 0°と有意に異なっており，30°～46°の急傾斜地では作業負
荷が大きいにも関わらず刃先角が 0°と有意に異なるとはいえな
かった。各斜面条件における刃先角の平均値に有意差は認められ
なかった。

3．伐倒従事年数の影響
図‒7 は伐倒経験ごとの刃先角の結果を示す。伐倒経験 5 年未

満の被験者では刃先角が 0°より有意に大きくなることがあり，
伐倒経験 5 年以上のグループと比較して受け口・追い口ともに
刃先角の極端なばらつきが確認できる。しかし，刃先角の平均
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表‒1．傾斜条件と被験者を因子とした分散分析（繰り返しあり二元配置）

変動要因 標本（傾斜条件） 列（伐倒経験） 交互作用 繰り返し誤差 合計
変動 54 . 1 374 628 673 0 . 197
自由度 3 14 42 60 0 . 0104
分散 18 . 0 26 . 7 15 . 0 11 . 2 0 . 151
観測された分散比 1 . 61 2 . 38 1 . 33
P- 値 0 . 197 0 . 0104 0 . 151
F	境界値 2 . 76 1 . 86 1 . 59

図‒6．（1）受け口，（2）追い口における傾斜条件ごとの刃先角

図‒5．刃先角のズレの全体結果

ことのみを指示し，計測する伐倒木の選定や伐倒作業の進め方に
ついては現場に従い，普段と同じように伐倒作業を進めてもらっ
た。試験中，角度の計測結果は被験者に伝えなかった。

2．被験者
本試験は，被験者に対して試験の目的や手順に関する説明を十

分に行い，試験参加に対する同意を得てから実施した。
被験者 13 名を対象に試験を行い，特別教育終了後 5 年未満の

者を初心者（5 名），5 年以上の者を経験者（8 名）として，各林
業事業体からそれぞれ初心者・経験者ともに最低 1 名ずつ参加し
てもらった。

3．計測方法
チェーンソーのガイドバーと平行になるように，ファンハウ

ジング部分に慣性計測装置（x-io	Technologies 社，NGIMU）を
貼り付け，回転姿勢を表すときに用いられるオイラー角のうち，
Pitch角を用いてバーの刃先の上がり／下がりを計測した（図‒3）。
先行研究と同様に，本研究ではこの計測する刃先の上がり／下が
りを刃先角と定義し，測定した。本試験で使用するチェーンソー
は限定せず，被験者が普段から使用する使い慣れた機種を使用し
てもらった（Zenoah 社 G 5210，Husqvarna	5500 xpMark Ⅱな
ど	）。バーの長さは 18 インチ（約 45 cm）で，計測開始時の燃
料とチェーンオイルはすべて満杯の状態に揃えた。NGIMU の値
のキャリブレーションにはデジタル角度計（新潟精機（株）製，
DP- 30 XY）を用い，サンプリングレートはデータの扱いやすさ
から 10 Hz で記録した。NGIMU を用いたのは，先行研究で用い
られていること，軽量でチェーンソーのバランスへの影響が少な
いこと，計測結果を被験者が視認できないため試験途中で刃先角

を補正できないためである。地面傾斜の計測にはダイヤル勾配計
（大清工業（株））を使用して伐倒木周囲の傾斜角度を計測した。

4．分析方法
林業施業地における水平把持の現状について，被験者 13 名の

刃先角（受け口・追い口の 2	種類／傾斜条件 3 種類）の	78 通り
の結果を図‒5 に示し，伐倒時の刃先角について分析した。刃先
角は 3 秒間の水平把持の平均値から各傾斜条件における 3 回の伐
倒の平均を出してまとめた。次に，傾斜条件と被験者の伐倒従事
年数（以下，伐倒経験）を因子とした分散分析を行い，それぞれ
の因子の有意差についての統計的根拠を示した。水平把持精度へ
の地面傾斜と伐倒経験の影響については，刃先角との関係につい
てそれぞれ受け口と追い口に分けて図‒6・図‒7に示し，分析した。
被験者の伐倒経験（最小 0 . 5 年，最大 40 年）に関しては，より
細分化するために 5 年未満・10 年未満・15 年未満・15 年以上の
4 つのグループに分けて分析を行った。
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Ⅰ．緒言

日本のきのこ産業では，主な培地基材としてコーンコブミール
（以下コーンコブ）が広く用いられている。コーンコブは，トウ
モロコシの実を取った後の穂芯を乾燥，粉砕したもので，日本で
はタイや中華人民共和国，インドネシア，ベトナムなどから輸入
される。エネルギー価格の上昇や輸送コストの増加により，近年
値上がり傾向が続いており，日本国内で安定的に入手可能で，生
産性も担保される代替資材の探索はきのこ産業にとって切迫した
課題となっている。これまでにヒラタケ（Pleurotus ostreatus），
ブナシメジ（Hypsizygus marmoreus），エノキタケ（Flammulina 
velutipes）等の培地基材として新聞紙（2，9），段ボール（8），
稲わら（3），もみがら（9）などの利用が検討されており，きの
こ栽培への有効性が示されているが，オガクズとの比較が多く，
コーンコブとの比較調査の報告は少ない。

ON 206 は エ リ ン ギ（Pleurotus eryngii） と バ イ リ ン グ
（Pleurotus nebrodensis）の交配により作出された新品種であ
り，通常のバイリング栽培において必要である低温培養を設け
ずに子実体形成が可能であり，親株であるエリンギ，バイリン
グの形質特徴を併せ持つ品種である（6）。現在，福岡県大木町内
の生産者では培地基材にコーンコブが用いられているが，より
栽培に適した素材については検討の余地がある。ON 206 はスギ

（Cryptomeria japonica）オガクズを基材とした培地においても子
実体形成が可能であるが，コーンコブを基材とした培地より収量
性が劣る。

そこで，新聞古紙を原料とした断熱材（ダンパック：王子製紙
製）の利用を試みた（図‒1）。家屋の断熱材として用いられてい
るこの素材は，安定的に入手が可能であり，これまでにきのこ栽
培では利用が検討されていない。本研究では，ON 206 において

コーンコブ代替材としての，断熱材の利用可能性について検討し
た。

Ⅱ．材料と方法

1 . 供試菌株
本研究では，株式会社大木きのこ種菌研究所の保有品種である

ON 206（品種登録番号：27769）を用いた。オガコ種菌は，スギ
鋸屑・米ぬか（混合比 4：1 V/V）培地を 850 ml PP ブロー瓶に
詰め，事前に PDA（Difco 社製）平板培地にて培養した ON 206
菌糸を接種し，温度 23℃，30 日間培養して調製した。

2 . 断熱材の熱水抽出液が与える菌糸伸長への影響
断熱材には新聞古紙由来のセルロースの他，防燃剤としてホウ

* 1  Nogami, D., Takabatake, K., Eguchi, F. : Development of a new variety ON 206 （Pleurotus eryngii × Pleurotus nebrodensis） using 
untapped resources

* 2 株式会社きのこの里 Kinokonosato Co., Ltd., 830 - 1 ozumi oki Fukuoka 830 - 0403 , Japan
* 3 東京農業大学 Tokyo University of Agriculture, 1 - 1 - 1 Sakuragaoka Setagaya Tokyo 156 - 8502 , Japan
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未利用資材による新品種ON206（Pleurotus eryngii×Pleurotus 
 nebrodensis）の栽培＊1

野上大樹＊ 2・高畠幸司＊ 3・江口文陽＊ 3

野上大樹・高畠幸司・江口文陽：未利用資材による新品種 ON 206（Pleurotus eryngii × Pleurotus nebrodensis）の栽培　九州森林研
究　 77：121 － 124，2024 　エリンギとバイリングの交配種である ON 206 の栽培用培地の培地基材として，古紙を原料とした断熱材ダ
ンパックがコーンコブミールの代替として利用可能かどうかの検討を行った。断熱材の熱水抽出液は pH 8 . 1 と弱塩基性を呈したが，菌
糸伸長に与える影響は少ないと推察された。断熱材はコーンコブと比べ保水性が高く，吸水に伴い体積が減少する傾向が見られた。栽培
試験の結果ではコーンコブを断熱材に重量比で 50％代替した試験区が最も収量性が高く，すべての試験区で対照区より収量性が高い傾
向を示した。同条件の培地組成にて含水率を変化させた試験では含水率 71％で収量性が最大となり，74％になると急激に低下した。こ
れらの結果から，ON 206 の栽培において断熱材がコーンコブの代替材として利用可能であることが示唆された。
キーワード：きのこ栽培，培地基材，コーンコブミール，断熱材
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図‒1．断熱材（ダンパック：王子製紙製）

値は伐倒経験 15 年未満や 15 年以上の経験者のグループと比較
して水平に切れていないわけではなかった。受け口・追い口と
もに，刃先角が最も水平に近かったのは伐倒経験 15 年以上の熟
練者グループで，受け口の平均値は－0 . 63°，追い口の平均値は
－0 . 63°と，どちらも± 2°以内の範囲に収まっていた。全ての
グループにおいて刃先角は負の値に多く分布しているが，伐倒経
験 5 年未満のグループにおいては，他のグループに比べて正の値
への分布傾向が強い被験者もみられた。

Ⅳ．まとめ

本研究では，不整で急傾斜な実際の林業施業地におけるチェー
ンソーの水平把持精度の実態を明らかにした。その結果，先行研
究と同様に，実際の林業施業地における水平把持にも地面傾斜の
影響は少ないことが分かった。刃先角は伐倒者の作業負荷が低い
平坦地での変動が最も大きく，作業負荷の高い急傾斜地だからと
いって水平に切れていないわけではなかった。

また，水平把持に伐倒従事年数の影響は少なく，経験者も初心
者も刃先角が負の値に多く分布しており，水平に切れているわけ
ではなかった。経験者は初心者に比べ刃先角の変動が小さく安定
した鋸断が可能である一方で，ガイドバーの傾き方の癖や傾向が
強いと言える。したがって経験者より初心者の方が，訓練等によ
る水平把持精度向上の可能性があるのではないかということが示
唆された。

本試験では，普段から林業の現場で働く実際の林業従事者を対
象として，地面傾斜と伐倒従事年数にのみ着目した水平把持試験
を実施したが，今後はチェーンソーの機種の違いによる重量や作
業姿勢，受け口・追い口の地際からの高さなど他の要因について
も検証する必要がある。被験者の人数も増やし，一刻も早い林業
労働災害の撲滅に向け，把持精度に影響を与える要因の検討を急
ぐ必要がある。
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図‒7．（1）受け口，（2）追い口に伐倒従事年数ごとの刃先角
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